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1. 開発目的 

自動車などを中心とした輸送機器産業では、CO2削減のために部材の軽量化が強く望まれており、

エンジニアリングプラスチックの適用範囲が拡大している。これに伴いプラスチックの接合技術

の重要性が増している。特に、最近ではプラスチック－異種材料接合の要望も強い。 

プラスチック同士の接合法としては、熱板、振動、超音波およびレーザ等の各種溶着法が確立

されている。他方、プラスチックと異種材料の接合では、接合材間の物性差等が問題となり、上

記の溶着法では接合できない。そのため、現在の異種材料接合の多くは、接着あるいは機械的締

結により行われている。しかしながら、これらのプロセスは作業面とコスト面での負担が大きい

ことから、代替の接合技術の確立が急務となっている。 
 
2．技術の概要と特徴 

本技術では、熱可塑性エラストマーからなるインサート材を接合材料間に

中間層として用いる。エラストマーの特性（柔軟性、高流動性、高極性等）

を生かし、接合材に応じてインサート材を調整することで、異種材料間の物

性差が緩和あるいは解消され、強固な接合が可能となる。図 1は、アルミニ

ウム／PP 接合の引張試験後の外観写真であるが、プラスチックが母材破断し

ていることが確認できる。従来技術と比較して、下記の特徴を有する。 

1)レーザによる瞬時な接合が可能となり、生産性が飛躍的に向上する。 

接着では硬化時間、機械的締結では穴あけ・締結工程が必要となる。 

2)接着では VOC 発生、接着剤の管理および膜厚に依存する品質のばらつき

が問題である。本技術では、VOC 発生はなく、シート化により管理および品質の問題は解消さ

れる。 

3)機械的締結では、ボルトおよびナットにより、部品点数、コストおよび重量の増加が問題に

なる。本技術では、ボルトおよびナットは不要であるため、上記の問題は解消される。 
 
3．応用の可能性 

 本技術は、自動車などを中心とした輸送機器産業で、軽量化を目的とした接合技術として展開

が期待される。現在、県内企業はもとより、県外・国外企業からの問い合わせも多く、自動車メ

ーカーを中心に電気・電子、機械、化学等の企業からの試作・評価を行っており、一部、実用化

に向けた取り組みがなされている。 

※特許出願「異種部材の接合法及び異種部材接合品」、「レーザ接合用中間部材及びそれを用い

た接合法」、「レーザ溶着接合用接着剤」、「レーザ接合用中間部材及びそれを用いた接合方法

2」「レーザ光を用いた接合方法」（出願中） 


